
　平岩さんがご案内してくださったのは、
江戸川橋駅から徒歩6分の場所にある「パ
ティスリー サロン・ドゥ・テ アミティエ 
神楽坂」。平岩さんが歴史の教師を目指し
ていた学生時代から、現在のスイーツ
ジャーナリストという職に至るまでどのよ
うな経緯があったのか、スイーツのショー
ケースを前に教えてくださいました。
　焼き菓子の香りに包まれて、幸せな時間
を過ごしました。

スイーツに触れたきっかけ
　母が栄養士の資格を取得していて、食
に関する職に就いていた影響で、家でも食
にこだわりがありました。そんな母に同行
したデパ地下などの菓子店との出会いが、
今に至るきっかけの一つになりました。

興味があると突き詰めたくなる
　学生時代は歴史の教師になりたいと考
えていました。さらに専修免許の取得を目
指し、大学院に進み、附属高校で非常勤
講師として世界史を1年教える貴重な経
験もしました。しかし教員以外の経験もし
てみたいと思い、卒業後はマーケティング
の会社に就職しました。
　仕事のかたわら、趣味としてスイーツを
食べ歩き始め、追求するようになったこと
がきっかけで 2002 年に『TVチャンピオ
ン』という番組に出演。優勝して、デパ地
下スイーツのコラムなどを書くようになり

ました。また、百貨店主催のケーキのデザ
イン企画に参加し、商品化していただく経
験も。その頃から少しずつ菓子職人の方々
と関わるようになりました。その職人それ
ぞれのこだわりを知るためには、お菓子作
りの基本を知らなければと思い、退職して
製菓学校に入学。このような目的で入学し
た学生は、初めてだったかもしれません。
　これまでの経験を通して、教師もマーケ
ターもジャーナリストも、相手へ「伝える」
という本質は似ていると感じます。それに
歴史を学ぶ方法は、いろいろなことを学ぶ
基礎につながっています。学生時代に教わ
ったことが、このような形で生かせました。

自分の興味を広げよう
　一つの事柄に向けて全力投球すること
も意義深いですが、自分の隠れた可能性
を見つけるために、さまざまな方面に挑戦

することが大切です。学生のうちにたくさ
んの経験をすることで、自然と将来への道
が開けると思います。
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スイーツジャーナリスト

平岩 理緒  さん
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プロフィール
附属豊明小学校から本学に学び、1998（平成 10）年 3月 文学部史学科を卒業。2000（平成
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インタビューを終えて

私が幼稚園児だったころの夢は、お菓子
を作る立場である、パティシエになること
でした。お菓子は作ることこそがすべて
だと思い込んでいましたが、今回のイン
タビューを通じて、お菓子は作るだけでは
なく、見たり感じたりすることで、さまざ
まな角度から体感できるアート作品のよ
うだと、考えを変えることができました。
私も平岩さんのよう
に、挑戦し続ける気
持ちを忘れない女性
でありたいです。
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学生記者が
先輩にインタビュー

甘い魅力いっぱいの
ご著書

おやゆび姫をイメー
ジした平岩さんデザ
インのスイーツ「サ
ンベリーナ」


